
様式第１－１号（第５条関係）

１　事業実施者

〒

〒

〒

２　事業内容

令和 年 月 年 月

３　事業費内訳 （単位　円）

４　補助金申請予定額の算出 （単位　円）

照明設備（○○社製（型式））

氏名 ○○　○○ メール ○○@○○.jp
連絡先

所属名 ○○部○○課

実施場所

職　名 ○○ ＦＡＸ ○○－○○○－○○○○

連絡先住所
（郵送先）

○○○－○○○○

○○県○○市○○町○－○

区　　分
設備費

工事費 合計
単価 数量 計

3

事業所、店舗名称 ○○株式会社　○○工場
所有
状況

自己所有

事業所、店舗所在地
○○○－○○○○

電話 ○○－○○○－○○○○

確認事項
（賃借、転貸借の場合）

　□　当該建物への設備の設置について所有者の承諾を受けています。※承諾書を添付

○○県○○市○○町○－○

高機能換気設備等導入支援事業費補助金　事業計画書（中小企業等の事業者）

名称 ○○株式会社

代表者役職名 （役職名） 代表取締役 （代表者名） ○○　○○

主たる事務所
の所在地

○○○－○○○○

○○県○○市○○町○－○
事業実施者

確認事項

産

業

分

類

資本金又は
出資金の額

10,000,000 円

常時使用する
従業員数

50 人

　☑　みなし大企業に該当しません。

大分類 製造業

事業期間
（予定）

2 12 ～ 令和 3

導入効果
（予測）

800,000

（注） CO2排出削減量の導入効果（予測）については別紙「CO2排出削減量計算シート」を添付すること。

CO2排出削減量

t-CO2/年○○

対象設備 高機能換気設備、空調設備、照明設備

事業概要 ○○工場の事務室において、高機能換気設備を新設、空調設備を更新、照明設備をLEDに更新する。

導入設備

導入前（メーカ名、型式、容量等） 導入後（メーカ名、型式、容量等）

①高機能換気設備
　無し
②空調設備
　○○社製「（型式）」
　消費電力　○○Ｗ
③照明設備
　蛍光灯　８０Ｗ×２０本

①高機能換気設備
　○○社製「（型式）」
　換気量　○○㎥/ｈ
②空調設備
　○○社製「（型式）」
　消費電力　○○Ｗ
③照明設備
　ＬＥＤ　８０Ｗ×２０本

空調設備（○○社製（型式）） 500,000 1 500,000 300,000 800,000

補
助
対
象
経
費

高機能換気設備（○○社製（型式）） 500,000 1 500,000 300,000

5,000 20 100,000 100,000

0 0

200,000

0 0

0 0

0 0

0 0

0

計 1,100,000 700,000 1,800,000

0

0 0

補
助
対
象
外
経
費

既存設備撤去費 200,000

既存設備にかかる処分費 250,000 250,000

諸経費（共通仮設費、一般管理費等） 100,000 100,000

200,000

既存設備移設費 0

計 0 550,000 550,000

その他 0

いずれか低い
額 10,000,000

補助対象経費の合計 補助率 算出結果 補助限度額

1,800,000 × 2/3 ＝ 1,200,000

総事業費 見積書の合計額（税込額）と一致すること。 2,585,000

（注） （1）補助対象経費の区分欄は、導入設備ごとに名称を記載すること。

（2）補助対象外経費のその他欄は、例えば照明設備で管球交換のみの分など補助対象とならない経費を記載すること。

総計（税抜き額） 見積書の合計額（税抜額）と一致すること。 2,350,000

消費税及び地方消費税額 235,000

既存設備、導入設備に関する機器の能力、数量等を記載してください。

複数種類を整備する場合は、①②のように区分の上、ご記入ください。

赤字部分を参考にご記入ください。 該当する様式を選択してください。

「CO2排出削減量計算シート」で算出されたCO2

排出削減量を選択してください。

「事業費内訳」の記載にあたっては、事業内容、図面、見積書と整合がとれていること。

見積書は「工事費 １式」とせず、項目ごとに内訳が分かるよう記載してください。

既存設備の更新の場合、必ず撤去費及び

処分費を記載してください。

いずれか低い額を「高機能換気設備等導入支援事業費補助金交付申請書」に記載

内容を確認し、チェックしてくしてください。

内容を確認し、チェックしてくしてください。

記入例

自動計算


